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今年もいよいよ師走、時のたつのは本当に早いものです。今月号は『専念

寺通信』が１００号となりました。平成１２年７月に第１号を発行し、今年

で足かけ９年、とうとう１００号を迎えることができました。これもご来寺

くださり、読んでくださる檀家さまのおかげです。こころより感謝申し上げ

ます。 

☆☆☆☆『『『『専念寺通信専念寺通信専念寺通信専念寺通信』』』』についてについてについてについて    

『専念寺通信』は、先代大黒が亡くなって数ヶ月後、檀家さまと少しでも

近づきたい、何かしらの交流をしたいと思って始めました。大黒自身の勉強

も足りませんでしたし、亡くなった先代住職の書庫にあるたくさんの書物を

調べて、書きつづりました。以下に１号以来の内容を少しだけふりかえって

みます。 

☆☆☆☆南無阿弥陀仏南無阿弥陀仏南無阿弥陀仏南無阿弥陀仏の意味について第２号で書きました。阿弥陀の原語はサン

スクリット語アミターユスアミターユスアミターユスアミターユスあるいはアミターバアミターバアミターバアミターバであること。このふたつの語

を音訳したものが阿弥陀で、アミターユスは「無限の（アミタ）寿命（アー

ユス）を持つ」という意味で無量寿無量寿無量寿無量寿と訳されたこと。アミターバは「無限の

（アミタ）光（アーバー）を持つ」という意味で無量光無量光無量光無量光と漢訳され、南無は

「帰依する」「心から信じてゆだねる」という意味で、仏は「真理に目覚めた

人」の意味である。したがって南無阿弥陀仏は、次のような意味になること。

「私私私私はははは無限無限無限無限ののののいのちいのちいのちいのちとととと無限無限無限無限のひかりをのひかりをのひかりをのひかりを信信信信じじじじますますますます。。。。」 

☆☆☆☆卒塔婆卒塔婆卒塔婆卒塔婆について第４号で書きました。語源はサンスクリット語のストゥストゥストゥストゥ

ーパーパーパーパで、その音をうつしたこと。板の上の部分を五輪塔の形にし、下から、

方、円、三角、半円、宝珠、のかたちに切り込まれていること。卒塔婆を「お

塔婆」といいますが書かれている５つの梵字は上から順にキャキャキャキャ、、、、カカカカ、、、、ララララ、、、、ヴヴヴヴ

ァァァァ、、、、アアアア、と読み、その意味は順に、空空空空（（（（くうくうくうくう）、）、）、）、風風風風、、、、火火火火、、、、水水水水、、、、地地地地であること。 

☆☆☆☆浄土宗浄土宗浄土宗浄土宗のののの総本山総本山総本山総本山については第６号にあります。総本山は京都の知恩院知恩院知恩院知恩院で、

その他に七大本山として、東京の増上寺増上寺増上寺増上寺、京都の金戒光明寺金戒光明寺金戒光明寺金戒光明寺、京都の知恩寺知恩寺知恩寺知恩寺、

京都の清浄華院清浄華院清浄華院清浄華院、福岡の善導寺善導寺善導寺善導寺、、、、神奈川の光明寺光明寺光明寺光明寺、、、、長野の善光寺善光寺善光寺善光寺があること。 

☆☆☆☆「方丈方丈方丈方丈」と住職を呼び、住職の妻を「大黒大黒大黒大黒」と呼ぶのはなぜかについて

（第３号と７号）。「方丈」はもともと寺院の座敷のことで、一丈（約３メー

トル）四方の正方形の部屋に寝泊りしていた維摩居士維摩居士維摩居士維摩居士が、この方丈の間で生

活しながら無限の境地を持っていたことにちなみ、住職の尊称となったこと。

「大黒」はシナの僧義浄三蔵義浄三蔵義浄三蔵義浄三蔵が６７１年にインド各地を遊学したおり、「食

厨の柱側」にあり、「二尺三尺にして、黒色をなす」大黒神大黒神大黒神大黒神があったと記し

ており、この記述から大黒は厨房の守り神、のちに庫裏（寺の施設）を守る

人の名になったと。 

☆☆☆☆おしゃかさまおしゃかさまおしゃかさまおしゃかさま、という呼び名については第１０号にあります。「釈迦釈迦釈迦釈迦」

とはインドとネパールの国境地方に住んでいた一部族の名前で、シャーキャ

族出身の聖者（ムニ）という意味で、仏教の開祖ゴーダマゴーダマゴーダマゴーダマ・・・・ブッダブッダブッダブッダは、シャシャシャシャ

ーキャーキャーキャーキャ・・・・ムニムニムニムニと呼ばれ、これに漢字をあて「釈迦牟尼釈迦牟尼釈迦牟尼釈迦牟尼」としたこと。 

☆☆☆☆檀家さまからのご要望で「「「「日常勤行式日常勤行式日常勤行式日常勤行式」」」」を第１２号から１８号まで連載

しました。その後９・１１事件の際は法然上人法然上人法然上人法然上人のののの父父父父のののの遺言遺言遺言遺言を掲載し、「「「「報復報復報復報復」」」」

のののの無意味無意味無意味無意味ささささを記しました（第１７号、２７号）。その後、「神神神神とととと仏仏仏仏」」」」（第１９

号から２２号）、檀家さまのエピソード（第２５号から３８号）、折りにふれ、

いくつかの法然上人の言葉や「一枚起請文一枚起請文一枚起請文一枚起請文」」」」（第５５号）をご紹介し、一年

間の留守のあいだは「欧州通信」（第５８号から６９号）を書きました。第７

７号から写真入りとなり、専念寺境内の樹や花を掲載し、また、２度の号外、

『大黒通信』では、環境問題環境問題環境問題環境問題やややや世界平和世界平和世界平和世界平和について訴えました。第９４号では

「人間人間人間人間のののの驕驕驕驕りりりり」と題して、人が自然を支配しようとすることの不遜さに触れ

ました。常に、仏教にいう「愚

者」の目線で、そのつど世界

で起こっていることについて

書かせて頂きました。まだま

だ書き続けます。今後ともよ

ろしくお願いいたします。 

 

どうぞ皆さま、お健やかに

良いお年をお迎えください。 

平成２０年１２月１日 

    大黒 


